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１０月２６日(木)、本校会議室で「令和５年度 第２回学校運営協議会」を行いました（第１

回の会議の様子は、学校報１２号をご覧ください）。

会では、地域や家庭と連携して行ったこれまでの活動の様子や、教員による学校評価の結果な

どを確認し、これからの活動について、委員の方々から様々なご意見やご提案をいただきました。

特に、昨年度、卸町公園で行った「ミニかまくら」について、多くの人たちに見てもらうため

のＰＲの方法や、点灯や消灯、後片付けの方法など前向きな提案をたくさんいただきました（後

日、見に来てくださった方に温かな飲み物を提供できそうだというお話をいただきました。あり

がたいことです）。

また、昨年度、金沢地区で地域の方々に公開して行った「第３回学校運営協議会」を、今年度

も学校外で行うことになりました。今年度は、境町地区で行う予定で準備を進めていきます。会

の中では、多くの方々に来ていただくための方法についてもご意見をいただきました。

いただいたご意見を参考にし、この後もいろいろ相談しながら計画を進めていきます。

ご参会いただきました委員の皆様、お忙しい中ありがとうございました。

昨年度の「ミニかまくら」と「第３回学校運営協議会」の様子です。

今年度は昨年以上の方々にお集まりいただけると嬉しいです。



◇全国学力・学習状況調査の結果から
毎年４月に小学校６年生と中学校３年生を対象に､｢全国学力・学習状況調査」が行われてい

ます。昨年度の調査では、スマートフォンや携帯電話でＳＮＳや動画視聴に費やしている時間

を調べ、問題の平均正答率との関係が分析されました。その主な結果は次のようになりました。

・視聴時間について(単位：％）

小学６年生 中学３年生

① 平日（月～金）に、スマートフォンや携帯電話
５０.６ ７５.６

でＳＮＳや動画視聴を１時間以上している。

② ①のうち、４時間以上ＳＮＳや動画視聴をして
１０.９ １５.４

いる。

・視聴時間と平均正答率の関係について（単位：点）

小・国語 小・算数 小・理科 中・国語 中・数学 中・理科

３０分未満 ７１.８ ６９.９ ６９.３ ７４.５ ６０.８ ５６.５

４時間以上 ５４.６ ５２.２ ５２.３ ６１.６ ４１.４ ４２.６

視聴時間が「４時間以上」は、「３０分未満」より、小学６年生では１７～１８点、中学校

でも１３～１９点も低い結果になりました。分析を行った国立教育政策研究所では、視聴時間

をもっと細かく分類し､「児童生徒ともに、１日当たりのＳＮＳや動画視聴などを行う時間が

長いほど、各教科の平均正答率が低い傾向」がみられると結論付けました。

◇長時間の動画視聴は「集中力」のある証拠？
「１日当たりのゲームをしている時間」との関係を調べてみても、同じような結果がでたそ

うですが､｢長時間のＳＮＳや動画視聴による学力低下は、ゲームによる学力低下よりも深刻な

状態」と言う専門家もいます。ゲームは、始めてしまうとやめられないという点に問題がある

のに対し、ＳＮＳや動画を長時間見続けられるのは、決して「集中力」があるからなのではな

く、子どもたちが主に見ているのは、どんどん目の前で移り変わっていく１５秒程度の「ショ

ート動画」と呼ばれるもなので、「集中力」は養われるどころか、失われていっているのだそ

うです。本校で目指している「自分から・誰とでも・じっくりと」のうち、「じっくりと」物

事に取り組むのが難しくなってきているということなのだと思います。

決してＳＮＳや動画視聴がいけないという話ではありません。何事もやり過ぎには気を付け

なければならないということです。これからの世の中は、スマートフォンやタブレットトなど

情報を送受信できる電子メディア機器を適切に使う技能は身に付けなければならないことの一

つです。だからといって、闇雲に使わせるのは、様々な面から問題があるのだと思います。

昨年度の学校報にも書きましたが、のこぎりやかなづち、包丁、コンロ…これらも生活して

いく上で、その使い方を身に付けておかなければならない道具であり、これらの道具を子ども

たちに使わせるときには、間違った使い方をしないよう、当然のように必ず大人が側について

見守ります。なぜなら、使い方を間違えると、子ども自身がケガをしたり、周りの人を傷付け

てしまったりするからです。電子メディア機器も同じではないでしょうか。

北中学区では、１１月９日から１３日まで「メディアチャレンジ５Days」を行いました。各

ご家庭で「我が家のルール」を決めていただいたことだと思います。この後も、そのルールを

お子さんと確認し、継続しながら、電子メディア機器と上手につきあえる力が身に付くよう、

一緒に子どもたちを見守っていきたいものです。ご協力、よろしくお願いいたします。


